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➢ みだりに自分の顔や姿を撮影・公開されない権利

➢ 法律で明文化された権利ではなく、裁判例で認められた権利

➢ 最高裁の考え方：「総合考慮」（最判平成17年11月10日）

① 被撮影者の社会的地位
② 被撮影者の活動内容
③ 撮影の場所 総合考慮
④ 撮影の目的
⑤ 撮影の態様
⑥ 撮影の必要性 等

人格的利益の侵害が
社会生活上

受忍の限度を超えるか

肖像権とは
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デジタルアーカイブ掲載写真の例

例1

1970年 大阪万博

コンパニオンの女性1名

カメラを向いて微笑むアップの写真
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例2

1990年代

ルーズソックス姿の女子高生2名

路上を歩く写真

（写真非公開） （写真非公開）



ガイドライン策定の背景

➢ デジタルアーカイブ機関の現場では、「総合考慮」の基準のみで公表の
是非を判断するのは非現実的

➢ デジタルアーカイブに保存され、活用されるべき多くのコンテンツにつ
き、肖像権の判断ができないという理由で死蔵化・消滅のおそれ

➢ 2021年4月、デジタルアーカイブ学会公認版の肖像権ガイドライン公表
http://digitalarchivejapan.org/bukai/legal/shozoken-guideline/

➢ 肖像権という法的問題に向き合うための考え方のモデルをデジタルアー
カイブ学会が示し、デジタルアーカイブ機関における自主的なガイドラ
イン作りの参考・下敷きにして頂くことを目的とするもの
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http://digitalarchivejapan.org/bukai/legal/shozoken-guideline/


フローチャート（概要）

➢ 出発点 ：非営利目的のデジタルアーカイブ機関が所蔵写真をインターネットその他の

手段で公開（ストック、ダークアーカイブ等の保管行為は対象外）

↓

➢ ステップ 1：知人が見れば誰なのか判別できるか？

↓

➢ ステップ 2：公開について写っている人の同意はあるか？

↓

➢ ステップ 3：公開によって一般に予想される本人への精神的な影響を

ポイント計算すると何点か？

↓

➢ 結果
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0点以上（ブルー） 公開に適する

マイナス1点～マイナス15点
（イエロー）

下記のいずれかの方法であれば公開に適する
・ 公開範囲を限定（例：館内、部数限定の研究誌など）
・ マスキング

マイナス16点～マイナス30点
（オレンジ）

下記のいずれかの方法であれば公開に適する
・ 厳重なアクセス管理（例：事前申込の研究者のみ閲覧）
・ マスキング

マイナス31点以下（グレー） 下記の方法であれば公開に適する
・ マスキング



※利用者においてアレンジ可

考慮要素 プラス点 マイナス点

1 社会的地位 ・公人（+20）
・著名人（+10）

・16歳未満の一般人（-20）

2 活動内容 ・公務、公的行事（+10）
・歴史的事件（+20）
・公開イベント（+5）
・業務・当事者として参加（+5）

・私生活・業務外（-10）
・センシティブなイベント（-5）
・社会的偏見につながり得る情報（-15）

3 撮影の場所 ・公共の場（+15）
・撮影を予定している場所（+5）

・自宅内、避難所内（-15）
・管理者により撮影禁止の場所（-5）

4 撮影の態様 ・多人数（+10）
・特定人に焦点あてず（+10）
・画質悪く判別しづらい（+10）
・撮影承諾の意思推定（+5）

・大写し（-10）
・撮られた認識なし（-10）
・肌の露出大（-10）
・一般的に羞恥心をおぼえる状況（-5）

5 写真の出典 ・新聞、書籍などで公表（+10）
・作品として展示・公表（+5）
・本人・遺族から提供（+15）

6 撮影の時期 ・撮影後50年経過（+40）

ポイント計算リスト（抜粋）
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ポイント計算の例

例1

歴史的行事（+20）

業務・当事者としての参加（+5）

公共の場（+15）

大写し（-10）

撮影承諾の意思を推定可能（+5）

撮影後50年以上経過（+40）

合計 +75点：ブルー
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例2

私生活・業務外（-10）

公共の場（+15）

大写し（-10）

撮られた認識なし（-10）

撮影後20年経過（+10）

合計 -5点：イエロー

※ 出典がファッション雑誌なら

「刊行物で公表された写真（+10）」

※ 中学生なら 「16歳未満の一般人（-20）」

（写真非公開） （写真非公開）



ガイドライン策定の経緯・利用例

➢ 学会公認版の公表までのプロセス

• 有識者を交えたシンポジウム

• 裁判例との整合性を検証

• 実際の写真をもとに実証実験（大学、図書館、博物館等）

• パブリックコメント

➢ 利用例

• 報道機関や大学、博物館、自治体等で広く活用

• 詳しくはデジタルアーカイブ学会ウェブサイトを参照

• https://digitalarchivejapan.org/bukai/legal/shozoken-guideline/events
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https://digitalarchivejapan.org/bukai/legal/shozoken-guideline/events


メタバースにおける留意点

➢ メタバースも一種のデジタルアーカイブ？

➢ ガイドラインの考え方をどうアレンジするか？

• ガイドラインは非営利目的のデジタルアーカイブ機関を想定

✓ メタバースにおける利用目的、利用の必要性は？

• 考慮要素の考え方

✓ 公人 ⇔  一般人

✓ 公的行事・業務 ⇔  私生活・業務外

✓ 公共の場 ⇔  自宅内

✓ 多人数 ⇔  大写し etc

➢ パブリシティ権は（直接の）対象外

以上
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